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1.はじめに 

ネットショッピングの発達により、物流企業の荷受け

量が増加している。この一方で、生産年齢人口の減少によ

る労働力不足が顕在化してきており、生産性の向上が喫

緊の課題となっている。このため物流拠点においては注

文データに基づく適切な人員配置やピッキング方式の選

択が従来以上に重要となっている。 

 そこで本研究では、日用雑貨を取り扱う卸売業者の注

文データを例に、物流計画を策定するためのデータの取

り扱い方法について検討する。 

 

2.物流計画について 

物流計画の手順は、条件の決定、基本計画、細部計画、

運営要領の決定となっている。本研究では、最初の条件の

決定を行う際に必要となるピッキング方式の選定および

レイバー・スケジューリングを対象に検討する。 

 

3.注文データの分析方法 

分析対象となるセンターは日用雑貨を取り扱うセンタ

ーであり、2011 年 2 月から2013 年 3 月までの注文デー

タを用いた。対象期間中の注文行数は849,392行である。 

 また、望ましいピッキング方式の選定にあたって、参考

文献（１）を参考に、摘み取り方式と種まき方式の作業時

間の定式化を行った。そして、この作業時間の比較から年

間を通じた望ましいピッキング方式について検討を行っ

た。次に、レイバー・スケジューリングのための仕事量と

して行数と注文数量の推移を調べ、波動に関する特徴に

ついて検討を行った。 

 

4.注文データから見た注文特性 

 図１は日付別の注文データから各ピッキング方式の作

業時間を求めてプロットしたものである。図中の縦軸が

摘み取り方式の場合で、横軸が種まき方式の場合の作

業時間である。図から、どの日付であっても種まき方式

が短時間で作業を終えるという結果になることがわかっ

た。これより、長期間の注文データが用意できない場合で

も平均的な仕事量である１日の注文データが用意できれ

ばピッキング方式の選定について検討が可能であること

がわかった。 

 次に、労働力の配分を検討するために週毎の仕事量の推

移を調査した。図２に注文行数Lの週毎の推移を示す。 

 図から８月から２月までほぼ同一の増減傾向があるこ

とから、季節波動があるといえる。一方で、どの時期にお

いても一定の仕事量があった。また３月と４月の年によ

る差は2011年に発生した東日本大震災の影響を受けたた

めと考えられる。 

 また、月の中でも何週目かによって仕事量に一定の波

動が見られた。これにより、仕事量の波動を考慮した人員

募集が重要であることが確認できた。 

 
図１ ピッキング方式別作業時間 

 

図２ 行数Lの推移 

5.おわりに 

 物流計画で用いる注文データの特性からデータの取り

扱い方法として次のことが分かった。 

（１）平均的な仕事量のデータであれば、１日でもピッキ

ング方式の選定を行うことが可能であるとわかった。 

（２）また、仕事量については季節波動等の一定の波動が

存在していることがわかった。これより波動を考慮した

人員配置が有効といえる。 
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